
農村開発科
2022年度 募集要項



アジア学院の使命は、
イエス・キリストの愛に基づき、
個々人が自己の潜在能力を最大限に発揮できるような、
公正且つ平和で健全な環境を持つ
世界を構築することにあります。

この使命の実践に当たって、私たちは、
共に分かち合う生き方を目指して、
農村指導者の養成と訓練を行っています。
主としてアジア、アフリカ、
太平洋地域の農村共同体に生き、
働いている男女の指導者たちが、
毎年職員やアジア学院に集うその他の人 と々共に
学びの共同体を形成します。

この共同体に根ざした学びを通して、
私たちは農村の人々が地域で自分たちの持っている
資源や能力を共通の目的のために分かち合い、
活用する最善の方法を見出してゆくのです。

アジア学院は、
食べものといのちについての
独自のアプローチによって、
我々自身と全世界に問いかけを続けていきます。

アジア学院のモットー：
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、 ナ、
インド  

  サーバントリーダーシップ、参加型農村調査法、
宗教と農村、紛争解決と平和問題など 、  
ローカライゼーション  と開発 ジェンダー論、
気候変動など 、持続可能な農業（概論、有機農業、
自然農業、農薬の危険性など）

 

 

地域    2     2  、
足尾銅山見学、小川町研修など

状況により予定は変更する場合があります。
 研修は原則として英語で行われます。
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応募資格

応募要領

学生納付金
【応募資格】　将来アジア、アフリカ、大洋州、中南米および日本の農村地域
社会の向上に奉仕することに関心のある者。( 原則２０歳以上 ) 
農業体験は絶対条件ではありません。
【英語能力】　アジア学院の共通語は英語であるため、すべての課業は英語で
行われます。しかし、英語能力は絶対条件ではありません。
【募集人数】　５名
【研修期間】　2022 年 4 月 1 日より約１年。海外研修（2023年 1 月、2 月
の約５０日間）の期間を含む。

【1】　提出書類 下記書類および入学検定料 10,000 円 ( 郵便為替 ) を
　　　郵送にてお送り下さい。

a) 入学願書( 和文３枚、英文２枚 )
b) 住民票
c) 最終出身校の卒業証明書又は卒業見込書
d) 成績証明書
e) 推薦書 1 通( 書式無し )
f) 健康診断書 ( 書式無し・保健所等で行っている最も簡単なもので結構です )
g) 和文・英文によるアジア学院入学の志望動機　( 和文；2000 字程度、英文；1000語 )
h) 和文・英文によるアジア学院卒業後の希望進路　( 和文；2000 字程度、英文；1000語 )
i) 写真２枚( うち 1 枚は願書に添付 )

学生納付金　( 変更の可能性があります )
入学検定料   10,000 円
入学金   80,000 円

【国内研修 -9 ヶ月間】
授業料 700,000 円
実験実習費 260,000 円
寮費 
食費 

270,000 円 (3 万円 / 月  ×9 ヶ月 )
270,000 円 (3 万円 /  月 ×9 ヶ月 ) ※月ごとの分割納入可

合計  1, 590,000 円 

【アジア・インターンシップ・プログラム -50 日間】
プログラム費
海外渡航費  
宿泊・食費   

120,000 円
120,000 円程度（実費負担） 
50,000 円程度（実費負担）

合計 290,000 円          

納付金合計  1,880,000 円

納入方法
入学金納入期限【各次合格発表後 7 日以内】  納入額 :   90,000 円 
前期納入期限【2022 年 4 月 1 日】   納入額 : 750,000 円
後期納入期限【2022年 ９ 月 １日】   納入額 : 750,000 円

インターシップ費用の納入方法は、卒業時にお知らせします。

アジア インターンシップ・プログラム
将来の発展途上国での活動につながるより実践的な経験を習得 するために、アジア学院卒業生の団
体にて約 50 日間 (1 月、2 月 ) の海外インターンシップ・プログラムを行う。 日本人学生各自が
インドネシア、フィリピン、マレーシア、イン ド等の NGO から興味や将来の目標に応じた
インターン先を選び、 プログラムを行う。* 入学願書を出される前に、是非一度、見学あるいは体験入学

されることをお勧めいたします。

【2】　面接
書類選考の後、面接を行います。面接の日程
は書類選考に合格した 方に直接お知らせいた
します。また面接の際、英語による面接 (10 分
程度 ) があります。

【3】　入学願書受付
願書〆切は第一次、第二次共、受付最終日 )
第 1 次受付：2021年 10 月 1 日 ‒ 12 月 1 日
第 2 次受付：2022年 1 月 4 日 ‒ 3 月 1 日

【4】　合格発表
第 1 次合格者発表 2021年 12 月 15 日
第 2 次合格者発表 2022年 3 月 15 日
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卒業後、アジア学院にてGI（研究科生）、その後栃木県内に有機農家とし
　て就農（13年卒）

卒業後、アジア学院にてGI（研究科生）、その後 神奈川県の聖マリアンナ
　医科大学に入学。現在、同大学病院で看護師として勤務（13年卒）
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夏休み等、長期の休暇はありません。土日と祝日は休みですが、カリキュラムが予定されることもあります。
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日本人学生はアジア学院での研修後、         
日本国内また世界各地で活躍しています。
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アジア学院のホームページ・インスタグラム・フェースブック




